
２４

日 月 火 水

豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
健 康 増 進 課 保 健 係

☎５２-１２０４
社会福祉課地域包括支援センター ☎２３-３９６８

☎５４-５７０６
☎２３-３９６４

木 金 土

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
検
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
と
発
行
　
観
音
寺
市
役
所
政
策
部
秘
書
課
　
☎
２３
　
３
９
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

携
帯
電
話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

全
レ
ー
ス
実
況
放
送
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.k
a
g
a
w
a
.jp
/

h
ttp
://w
w
w
.k
a
n
o
n
ji.jp
/

４２
ch

月

テレホン

開設５７周年記念岸和田競輪場外

岸和田キング争覇戦

小松島Ｓ級シリーズ場外

開場５４周年記念大垣競輪場外

水都大垣杯

玉野Ｓ級シリーズ場外

桃太郎杯争奪戦

第５３回全日本プロ選手権

自転車競技大会記念競輪（松山）

開設５７周年記念宇都宮競輪場外

宇都宮ワンダーランドカップ争奪戦

松山Ｓ級シリーズ場外

坊ちゃん１００年記念杯争奪戦

広島Ｓ級シリーズ場外

芸州鯉城賞

サービス
実　況
案内・結果

０１８０-９９８-８４１・８４２
０１８０-９９８-８４３・８４４
☎
☎

５月 保 健 カ レ ン ダ ー

目
　
次

あ 　 な 　 た 　 と 　 市 　 政 　 を 　 む 　 す 　 ぶ
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○五郷小学校廃校式

○平成１８年度大学講座

○市議会だより

○正しい認識で明るい社会を

…………… 2・3

…………… 5

……………… 6～11

…… 15

休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

常磐総合コミュニ
ティセンター

東公民館

明星町集会場

健康相談

自由あそび

いき
ふれ

いき

豊福

豊公東公

明集

伊港

  常磐地区出作町字大道下の旧国道の角に

あります。

　みちしるべ正面には「これよりくわん

おんじみち　願主　真念」の文字が刻ま

れています。これはへんろみちのみちし

るべの中でも古く１６８０年ごろに建立され

たものと考えられています。

　なお、右側面には「（梵字）南無大師

遍照金剛・・・」、左側面には「為父母

六親　施主大坂西濱町・・・」と刻まれ

ています。

夢がある！！

火 祝 休 祝 土 日 月 火

土 日 月 火

水 木 金 土 日

水 木 金

水 木 金 土 日 月

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

火～日曜日

医

歯

薬

保

常

伊

愛

大野原いきいきセ
ンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

豊田公民館

愛育会行事

伊吹公民館

伊吹北浦港

保

保

育児相談

自由あそび

骨密度測定 要予約

保

保

保

健康相談

自由あそび

乳がん検診

保

保

保

自由あそび

骨密度測定

保

自由あそび保

保

保

健康相談

健康みどりの会

ポリオ

健康相談

ぴよぴよクラブ

伊

保

保

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室：

リハビリ教室

たしろ医院

ことひき薬局

姫浜調剤薬局

医

薬

薬

河田病院

いその歯科クリニック

快生堂茂木調剤薬局

アイ・ヤマニ調剤薬局

献血

献血 サティ観音寺店
（ライオンズクラブ）

医

歯

薬

薬

大西病院

小林歯科医院

快生堂薬局本店

第健調剤薬局

医

歯

薬

薬

久保外科整形外科医院

ごうだ歯科医院

ひまわり調剤薬局くにた

快生堂豊浜調剤薬局

医

歯

薬

薬

パパママ教室

三野小児科医院

久保（昌彦）歯科医院

安藤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

保

医

歯

薬

薬

冨士クリニック

ひまわり調剤薬局春日

第健調剤薬局

医

薬

薬

松井病院

ふじや薬局本店

ケイ・アイ薬局

絵本読み聞かせ会医 愛 常

薬

薬

胃がん検診　

ぴよぴよクラブﾞ

育児相談

リハビリ教室

豊公

いき

いき

いき

要予約

自由あそび

プレママ教室②

保

保

いき

いき

ぴよぴよクラブ

健康相談

転倒予防教室：

リハビリ教室

いき ぴよぴよクラブいき リハビリ教室

ふれあい広場

いきいき体操

いき

いき

ふれ

プレママ教室①

操体法教室

育児相談

ふれあい広場

いき

ふれ

ふれ

いき

いき

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

いき

いき
乳がん検診

１歳６か月児健康診査

結核・肺がん検診

ぴよぴよクラブ

伊港

いき

豊福

子宮がん検診

乳がん検診

操体法教室

リハビリ教室

ふれあい広場

保

保

保

いき

ふれ

自由あそび

健康相談

3か月児健康診査

保

保

いき

明集

いき

豊福

全市Ｈ１８年２月生まれ

旧観音寺市Ｈ１４年１１月生まれ

旧観音寺市Ｈ１６年１１月生まれ

もぐもぐレッスン

自由あそび

胃がん検診

乳がん検診

１歳６か月児健康診査

健康相談

保保３歳児健康診査

ぴよぴよクラブいき

保

旧観音寺市Ｈ１７年７月生まれ

１０か月児健康診査

ぴよぴよクラブ

リハビリ教室

茶話会

いき

いき

保

常

保

保

いき

豊福
大野原町・豊浜町Ｈ１６年１１月生まれ

へんろ道のみちしるべ

東公

シニアエアロビクス

愛

シニアエアロビクス

幼
稚
園
っ
て
楽
し
い
な
ぁ

幼
稚
園
っ
て
楽
し
い
な
ぁ

1 2 3 4 5 6

8 97 10 1 1 12 13

17 18 1914 15 16 20

24 25 2621 22 23 27

3128 29 30

この広報紙は古紙配合１００％再生紙、また、環境に
やさしい大豆油インクを使用しています。 印刷・（株）三豊印刷高室幼稚園
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大好きな五郷小学校

　　たくさんの思い出をありがとう

学
舎
と
別
れ

ま

な

び

や

学
舎
と
別
れ

ま

な

び

や

１２９年の歴史に幕

３月２５日 廃 校 式

　

１
２
９
年
間
に
わ
た
っ
て
地

域
教
育
の
核
で
あ
っ
た
五
郷
小

学
校
が
、
長
い
歴
史
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
在
校
生
45
人
と
歴

代
卒
業
生
や
地
域
の
人
々
ら
約

３
０
０
人
が
、
思
い
出
の
一
杯

詰
ま
っ
た
学
び
や
と
の
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
白
川
市
長
が
「
地

域
住
民
の
胸
中
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
思

う
。
今
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
ま
す
ま
す
発
展
を

遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
次
に
、
関
校
長
が
声
を

詰
ま
ら
せ
な
が
ら
「
五
郷
小
学

校
は
日
本
一
。
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
未
来
の

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
」
と
呼
び

掛
け
る
と
、
会
場
で
も
目
頭
を

押
さ
え
る
人
が
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
「
感
謝
の
集
い
」

で
は
、
５
年
生
が
映
像
を
交
え

な
が
ら
五
郷
小
学
校
の
歩
み
と

思
い
出
を
紹
介
し
た
り
、
６
年

生
が
勇
壮
な
和
太
鼓
を
演
奏
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
全
員
が
、

万
感
の
思
い
を
込
め
て
最
後
の

校
歌
を
歌
い
、
五
郷
小
学
校
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
４
月
か
ら
大
野
原

小
学
校
に
通
い
ま
す
。

▲ビリーブ（必ずぼくがそばにいて支えてあげるよー）を全員で歌い上げました

▲会場に展示された昔の木造校舎の写真を見る児童 ▲感極まって目頭を押さえる保護者

長く歌い継がれてきた
五郷小学校の校歌

昭和13年に同校を卒業した
藤岡昌員さん（井関）
「よりどころがなくなった
ような寂しさを感じるが、
子どもの将来のことを考え
ると致し方ない」

離れても心はひとつ

▲

▲

▲

五
郷
小
学
校
の
沿
革

１０
・
4
・
1

　

井
関
岸
阜
小
学
校
（
３
年
程
）
創
設

１６
・
4
・
1

　

田
野
々
岸
阜
小
学
校
（
３
年
程
）
創
設

　

内
野
々
簡
易
小
学
校
（
３
年
程
）
創
設

２５
　

田
野
々
尋
常
小
学
校
と
な
る

２５
・
１０
・
３１

　

井
関
尋
常
小
学
校
と
な
る

3
・
1
・
1

　

三
校
合
併　

五
郷
尋
常
小
学
校

（
田
野
々
・
海
老
済
に
分
教
場
を
置
く
）

9
・
4
・
1

　

五
郷
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る

１２
・
4
・
1

　

現
在
の
高
畑
に
移
転

１６
・
4
・
1

　

五
郷
国
民
学
校
と
改
称

２２
・
4
・
1

　

五
郷
小
学
校
と
改
称

２５
・
4
・
1

　

本
校
、
分
校
校
舎
、
講
堂
を
新
築

２８
・
3
・
9

　

学
校
林
の
設
置
、
３
月
１８
日
第
一
回
植
林

３０
・
2
・
１１

　

町
村
合
併
に
よ
り
香
川
県
三
豊
郡
大
野
原
町
立
五
郷

　

小
学
校
と
改
称

３０
・
6
・
２０

　

学
校
完
全
給
食
実
施

３５
・
9
・
２１

　

プ
ー
ル
完
成

３６
・
４
・
１

　

創
立
85
周
年
記
念
に
校
歌
な
ら
び
に
校
章
を
制
定

３８
・
４
・
１

　

海
老
済
分
校
を
本
校
に
統
合
（
６
学
級
）

３９
・
４
・
１

　

田
野
々
分
校
を
本
校
に
統
合

５２
・
１０
・
８

　

創
立
百
年
記
念
、
記
念
碑
建
立
校
旗
を
つ
く
る

６２
・
２

　

南
運
動
場
竣
工

６２
・
７
・
７

　

北
運
動
場
に
ス
ベ
リ
台
な
ど
遊
具
設
置

２
・
３
・
5

　

体
育
館
竣
工

４
・
８
・
3

　

プ
ー
ル
竣
工

８
・
３
・
１５

　

旧
木
造
校
舎
解
体

８
・
３
・
２７

　

新
校
舎
竣
工

１６
・
８
・
１７

　

台
風
15
号
に
よ
る
豪
雨
で
土
砂
災
害
を
受
け
る

１６
・
９
・
29

　

台
風
21
号
に
よ
る
土
石
流
で
再
び
災
害
を
受
け
る

１７
・
10
・
１１

　

市
町
合
併
に
伴
い
、
観
音
寺
市
立
五
郷
小
学
校
と
な
る

１８
・
３
・
３１

　

１
２
９
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

明治大正昭和平成

ありがとう五郷小学校 2006.3.25



いつでも申し込めます

平成　 年度　大学講座18
中央公民館、大野原・豊浜各地区公民館

中央公民館　☎２３-３９４４

45

（月曜、祝日を除く）

募集要項

対 象 者 原則として市内に在住している人

定　　員 ２５０人

運営会費 １，０００円

実施要項

と　　き 午後１時３０分～午後３時

と こ ろ 市民会館中ホール

明治青年大学第 回1

申込日時

申込場所

募集要項

対 象 者 市内に在住または勤めている人

定　　員 ２５０人

運営会費 １，０００円

実施要項

と　　き 午後１時３０分～午後３時

と こ ろ 市民会館中ホール

郷土文化大学第 回1

募集要項

対 象 者 市内に在住または勤めている女性

定　　員 １００人

運営会費 １，０００円

実施要項

と　　き 午前１０時～午前１１時３０分

と こ ろ 共同福祉施設軽運動室

女性大学第 回1

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

水

水

木

水

木

木

水

水

木

金

開講式 元高瀬町中央公民館長
元観音寺中学校長

コミュニティースポーツ指導者・体育指導委員

高齢者向けの内容

「身も心もすこやかに健康体操 」

「楽しく食べて健康長寿」

「暮らしを守るちえ」

フィルム研修

芸能発表会

意見発表：修了式

１０日

７日

６日

６日

５日

９日

６日

１０日

８日

２日

５月

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

「金言名言から世間を考える」

「讃岐血税反対一揆の真相
　－子う取り婆さん騒動から－」

「『いただきます』
『ごちそうさま』の心」

曜 学　習　課　題 講　　　　師月　日

小　山　英　夫 先生

坪　倉　和　子 先生

（社）全国消費生活相談員協会会員
永　森　尚　子 先生

前高瀬町教育長
小　野　健　一 先生

旭　　妙 子　先生

曽　根　幸　一 先生

未　定
三豊総合病院内科医

郷土史研究家

栄養士

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

木

水

金

金

水

金

金

木

木

開講式：「身体が喜ぶ体操」

「裁判員制度」

日帰り研修旅行：高知方面

「四国の戦国時代」

一泊研修旅行：京都方面

「老人介護・認知症について」

「若い頃のお釈迦様と時代背景」

フィルム研修

研究発表：修了式

１日

５日

１４日

１日

８日

１日

５日

１日

１日

６月

７月

７月

９月

１１月

１２月

１月

２月

３月

曜 学　習　課　題 講　　　　師月　日

柘植　弥恵子 先生
県レクリエレーション協会

高松地方裁判所

西　村　忠　臣 先生
出雲大社讃岐分院宮司

中　津　守　人 先生
三豊総合病院内科医長

久保田　昇三 先生
市教育委員会生涯学習課文化振興係長

森　末　幸　彦 先生
真言宗医王山薬師院吉祥寺住職

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

開講式：「輝いて生きる知恵」

「一人ひとりが輝くために～」

「一絃琴演奏とお話（平家物語）」

フィルム研修

「香川の更なる国際交流に向けて」

「婦人科癌検診を受けましょう」

リース作り研修

「暮らしの中の作法」

修了式：「幸への道」

１７日

２１日

１９日

１６日

２０日

１８日

２２日

２０日

１７日

２１日

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

曜 学　習　課　題 講　　　　師月　日

西　田　準　一 先生

荻田　奈津美 先生

関　　正 明 先生

 青　木　美　穗 先生

瀧　口　信　行 先生

藤原　壽々子 先生

吉岡　御井子 先生

清水　美智子 先生

加麻良神社神職 

かがわ男女共同参画推進員

一絃琴一遙会主宰・歌誌（未来）会員

 

元(財）高松市国際交流協会事務局長

三豊総合病院産婦人科専門医�

全日本作法会教授�

（社）日本３Ｂ体操協会香川県支部�

西念寺住職�

９月１４・１５日
木
・
金

「自然災害と文化財-観音寺市
郷土資料館の場合」

「いつまでも若く、美しく中高年
からの３Ｂ体操」

　　　　＜受講生＞�

　　　　＜受講生＞�

　　　　　＜受講生＞

　　　　　＜受講生＞

　　　　　＜受講生＞

　　　　　＜受講生＞

　　　　　＜受講生＞

　　　　　＜受講生＞

　　　　　＜受講生＞

豊
浜
総
合
体
育
館

定
期
監
査
の
お
知
ら
せ

未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の

歴
史
文
化
財
産
百
選

指
定
管
理
者
が
決
定
！！

すぽっシュTOYOHAMA

完成予想図

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
定
期
監
査
を
実
施

し
た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
１８
年
３
月
２８
日

観
音
寺
市
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊　
　

均

観
音
寺
市
監
査
委
員

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
下
尊
義

　

監
査
期
間
は
、
平
成
１８
年
２
月
１０

日
か
ら
２
月
２８
日
ま
で
で
、
監
査
対

象
課
か
い
は
、
市
長
部
門
の
政
策
部

秘
書
課
・
総
務
部
伊
吹
支
所
・
市
民

部
市
民
課
・
健
康
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
・
経
済
部
商
工
観
光
課
・
建
設

部
下
水
道
課
・
教
育
委
員
会
の
図
書

館
で
す
。

　

監
査
の
留
意
点
と
し
て
、
事
務
処

理
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
な
ど
に
基

づ
き
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
特
に
重
点
を
置
い
て
実
施

し
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
予
算
の

執
行
な
ら
び
に
事
務
処
理
は
、
お
お

む
ね
適
正
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
に
お
い
て
も
、
事
務

事
業
が
適
正
で
効
率
的
に
執
行
さ
れ
、

住
民
福
祉
の
増
進
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
寄
与
す
る
よ
う
一
層
の
努

力
を
さ
れ
た
い
旨
の
意
見
を
付
し
ま

し
た
。

　

か
つ
て
は
大
量
の
水
揚
げ
を
誇
っ

て
い
た
箕
浦
漁
港
。
入
港
す
る
船
の

大
型
化
と
度
重
な
っ
て
堆
積
す
る
土

砂
対
策
に
よ
り
築
か
れ
た
外
港
・
内

港
・
掘
り
割
り
と
呼
ば
れ
る
泊
地
は
、

全
国
に
例
を
見
な
い
三
段
構
え
の
構

造
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
珍
し
さ
と
石

積
み
の
美
し
い
構
造
が
評
価
さ
れ
、

２
月
２２
日
に
農
林
水
産
大
臣
か
ら

「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴

史
文
化
財
産
百
選
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

箕浦漁港が認定されました

写真

　
こ
と
し
7
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

豊
浜
総
合
体
育
館
の
管
理
・
運
営
を

す
る
指
定
管
理
者
と
し
て
「（
株
）
コ

ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
＆
ラ
イ
フ
」
を
指
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
育
館
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
温
水
プ
ー
ル

（
２５
ｍ
×
7
コ
ー
ス
）
・
ア
リ
ー
ナ
・

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・
ロ
ッ
カ
ー
・
多
目

的
芝
生
広
場
な
ど
を
備
え
、
多
種
目
・

多
世
代
・
多
目
的
に
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。

愛称は？

第１期会員募集

５月１０日（水）午前１０時～

会員募集は？

すぽっシュTOYOHAMA開設準備室

☎５６ー３３６６　　

豊浜町和田浜１５３１-１

申し込み先および詳しいことは？

がん



・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
平
成
１８
年
度
予
算
編
成
に
つ　

　

い
て

●

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

・
防
災
に
つ
い
て

・
危
機
管
理
・
緊
急
事
態
等
へ　

　

の
対
応
に
つ
い
て

●

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

・
合
併
に
係
る
未
調
整
事
項
に　

　

つ
い
て

・
合
併
記
念
事
業
に
つ
い
て

●

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進　

　

に
つ
い
て

●

職
員
に
つ
い
て

・
選
挙
の
投
票
区
お
よ
び
投
票

　

時
間
に
つ
い
て

●

農
業
振
興
に
つ
い
て

・
た
め
池
の
活
用
に
つ
い
て

・
産
業
団
地
に
つ
い
て

・
観
光
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

●

競
輪
事
業
に
つ
い
て

・
道
路
整
備
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

・
下
水
道
の
現
状
と
今
後
の
計　

　

画
に
つ
い
て

・
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

●

自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
斎
場
に
つ
い
て

●

ご
み
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て

・
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
つ　

　

い
て

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ　

　

い
て

・
地
区
公
民
館
へ
の
人
員
配
置　

　

に
つ
い
て

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
小
学
校
の
統
廃
合
お
よ
び
校

　

区
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

・
家
庭
の
日
の
推
進
強
化
に
つ　

　

い
て

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
人
口
動
態
に
つ
い
て

●

県
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て

・
Ｂ
Ｓ
Ｅ
米
国
産
牛
輸
入
問
題　

　

に
つ
い
て

●

箕
浦
地
域
の
巡
回
バ
ス
に
つ　

　

い
て

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い　

　

て
・
障
害
者
用
ト
イ
レ
や
バ
リ
ア　

　

フ
リ
ー
化
工
事
に
つ
い
て

・
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に　

　

つ
い
て

・
温
水
プ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
平
成
１７
年
度
本
予
算
な
ら
び

　

に
補
正
に
つ
い
て

・
平
成
１８
年
度
の
予
算
編
成
に　

　

つ
い
て

・
合
併
後
の
町
と
合
併
前
の
町　

　

に
つ
い
て

●

①
都
市
整
備
と
農
村
の
活
力

●

②
官
と
民
の
調
整

・
特
別
会
計
等
の
課
題
に
つ
い
て

●

施
政
方
針
に
つ
い
て

・
平
成
１８
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
危
機
管
理
体
制
の
整
備
お
よ

　

び
耐
震
化
に
つ
い
て

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ　

　

い
て

・
市
内
工
業
団
地
の
企
業
誘
致　

　

状
況
に
つ
い
て

・
地
場
産
品
、「
ふ
る
さ
と
小
包
」

　

事
業
に
つ
い
て

・
県
営
住
宅
削
減
計
画
へ
の
対　

　

応
に
つ
い
て

●

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
に
つ　

　

い
て

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療　

　

薬
「
タ
ミ
フ
ル
」
の
備
蓄
に　

　

つ
い
て

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細　

　

動
器
）
の
導
入
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

・
職
場
環
境
に
つ
い
て

・
渇
水
対
策
に
つ
い
て

●

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

・
三
豊
中
学
校
に
つ
い
て

　

新
市
建
設
計
画
の
中
で
、
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
、

現
在
市
民
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス

は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
の
う

ち
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
の
拡

充
に
つ
い
て
、
現
在
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
カ
バ
ー
率
は
、
９９

％
で
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
る
各
課
の
情
報
発
信

や
市
政
全
般
の
情
報
発
信
を
ま

す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け

で
な
く
、
多
元
的
な
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
平
成
１５

年
９
月
に
地
方
自
治
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
民
間
事
業
者
を
含

め
た
幅
広
い
団
体
に
、
公
共
施

設
の
管
理
運
営
を
任
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
目
的
や
性

格
等
に
つ
い
て
所
管
課
を
中
心

に
十
分
検
討
し
、
積
極
的
か
つ

慎
重
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

女
性
の
日
常
生
活
か
ら
得
た

貴
重
な
能
力
は
活
用
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
の
資
料
に
よ
る
と
審
議
会
お

よ
び
委
員
会
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
9.7
％
で
あ
り
ま
す
。
男

女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
こ
そ
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

女
性
委
員
の
占
め
る
割
合
は

３０
％
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
の
理

念
や
社
会
的
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
）
の
定
義
に
つ
い
て
、
誤
解

の
解
消
に
努
め
、
ま
た
、
恣
意

的
運
用
・
解
釈
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

や
「
人
権
週
間
」
等
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
わ

か
り
や
す
い
広
報
・
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

行
政
課
題
に
対
処
す
る
た
め

に
は
管
理
職
の
改
革
へ
向
け
た

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
す
。
職
員
の
意
識
改
革
に
対

す
る
強
い
動
機
付
け
、
ま
た
、

職
員
の
能
力
と
や
る
気
を
引
き

出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
仕
事

に
対
す
る
評
価
も
重
要
で
す
。

勤
務
評
定
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
、
各
課
の
繁
忙
期
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

勤
務
評
定
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
評
価
が
で
き
る
よ
う
勤
務

評
定
の
研
修
を
管
理
職
員
に
対

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
勤
務

評
定
制
度
を
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
実
施
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
繁
忙
期
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
管
理
職
を
含
め
て
各

職
員
間
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
市
内
に
は
二
つ
の
農
協
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
連

携
す
る
の
か
、
ま
た
土
地
改
良

区
の
統
合
に
つ
い
て
も
お
伺
い

し
ま
す
。

　

農
家
人
口
の
減
少
・
高
齢
化

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

総
体
と
し
て
農
業
全
体
の
弱
体

化
が
進
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。

本
市
の
区
域
に
は
、
二
つ
の
農

協
が
地
域
の
条
件
や
特
色
に
応

じ
た
営
農
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
連
携
を
密
に

し
て
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
は
定
款
を
定
め

た
法
人
で
あ
る
た
め
、
行
政
が

一
方
的
に
統
合
を
進
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
機
運
が

高
ま
っ
た
と
き
に
は
、
協
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
競
輪
も
今
ま
さ
に
生
き
残
り

を
か
け
て
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
３
月

4
日
兵
庫
県
三
木
市
に
場
外
売

平
成
１８
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
原
案
可
決

政
新
ク
ラ
ブ

新
政
ク
ラ
ブ

公
明
党

社
会
民
主
党

政
新
ク
ラ
ブ

一

般

質

問

項

目

（
各
会
派
・
党
別
）

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

職
員
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
に
つ
い
て

3
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

3
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
競
輪
事
業
に
つ
い
て

３月定例会の主な内容
８日招集・会期１７日間

　平成１８年第１回定例会が３月８日招集

され、上程された７２議案の提案理由の説

明がありました。その後、９議案を原案の

とおり可決し、災害復旧事業の工事請負契

約の変更契約の締結についての議案は建設

経済委員会に付託した後、採決が行われ原

案のとおり可決しました。

　１３日・１４日の２日間、各会派・党の

５７項目にわたる一般質問が行われ、市当

局の考え方をただしました。人事案件を即

決し、６１議案を総務・建設経済・文教民

生の各常任委員会に付託しました。

　１５日は建設経済、１６日は文教民生、

１７日は総務委員会を開催し、慎重に議案

等審査を行ないました。

　最終日の２４日、各常任委員長から議案・

陳情の審査結果の報告があり、質疑・討論

が活発に行われました。また、３議案が追

加提出され所管の委員会に付託し、委員長

報告の後、原案のとおり可決しました。陳

情２件は継続審査となり、議員提出の議案

１件と決議案１件を原案のとおり可決しま

した。

●については、質問と答弁の内容を次ページに掲載しています。

日
本
共
産
党

と

質

答 弁

問

し　

い

て
き
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2月21日（火）市内の主要施設を視察しました



場
サ
テ
ラ
イ
ト
阪
神
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
現
状
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

親
し
み
や
す
い
競
輪
場
に
す
る

た
め
に
は
、
駐
車
場
で
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
お
伺
い
し
ま
す
。　

　

熊
本
記
念
競
輪
４
日
間
の
実

績
は
、
３
、７
２
０
万
円
、
入
場

者
数
は
２
、９
４
３
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
認
知
度
を
高

め
る
と
と
も
に
、
特
別
競
輪
等

グ
レ
ー
ド
の
高
い
競
輪
と
地
元

開
催
の
Ｆ
１
競
輪
の
番
組
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
フ
ァ
ン
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
売
り
上
げ
も

伸
び
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

競
輪
場
を
単
な
る
ギ
ャ
ン
ブ

ル
の
場
と
し
て
で
は
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
公
共
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
朝

市
を
開
催
す
る
な
ど
多
く
の
皆

さ
ま
が
集
う
場
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で

自
治
会
の
役
割
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い

社
会
情
勢
・
経
済
情
勢
、
ま
た

市
民
の
価
値
観
の
多
用
化
に
よ

り
自
治
会
未
加
入
者
の
増
加
や

関
心
、
ま
た
意
識
も
低
く
自
治

会
の
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

合
併
を
機
会
に
自
治
会
の
活
性

化
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
お
伺
い
し
ま
す
。　

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
治

会
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
自
治

組
織
の
再
編
成
を
促
し
、
自
治

会
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
治
会
の

魅
力
を
引
き
出
し
、
市
民
の
行

政
へ
の
参
加
が
広
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
昨
年
１２

月
定
例
会
で
は
、
白
川
市
長
も

ご
み
袋
の
有
料
化
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
前
向
き
な
答
弁
で
し

た
。
旧
観
音
寺
市
、
旧
豊
浜
町

の
皆
さ
ま
に
理
解
を
得
る
の
は

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が

１２
月
以
降
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
旧
大
野
原
町
で
は
、

ご
み
袋
の
有
料
化
を
実
施
し
て

お
り
、
負
担
の
不
公
平
感
を
早

急
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
大

野
原
町
衛
生
組
合
と
十
分
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

県
営
住
宅
の
３
割
削
減
を
報

道
で
知
り
ま
し
た
が
、
県
営
常

磐
団
地
も
そ
の
対
象
に
入
っ
て

お
り
、
入
居
者
は
困
惑
し
て
い

ま
す
。
年
金
で
細
々
と
し
た
暮

ら
し
で
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
た
人
は
「
今
さ

ら
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
の
悲
痛

な
叫
び
が
あ
り
ま
す
。

　

民
間
に
移
っ
て
も
家
賃
の
差

額
は
健
康
な
人
の
家
族
で
２
年

間
、
障
害
者
を
持
つ
ご
家
庭
で

５
年
間
保
障
す
る
が
、
そ
の
後

は
一
般
と
同
じ
家
賃
に
な
る
と

の
話
で
し
た
。
市
は
、
県
に
対

し
て
修
繕
し
て
で
も
存
続
を
と

迫
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

県
営
住
宅
検
討
委
員
会
の
答

申
の
中
で
、
県
営
常
磐
団
地
は
、

削
減
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
関
す
る
実
施
計
画
の
具

体
的
な
内
容
は
、
ま
だ
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
営
住
宅
と
市

営
住
宅
は
、
相
互
に
補
完
し
合

い
、
一
体
的
に
公
営
住
宅
の
割

合
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
本
市
は
市
営
住
宅
の
現
状

と
役
割
を
踏
ま
え
、
県
営
常
磐

団
地
の
削
減
計
画
の
動
向
を
十

分
に
注
視
し
、
適
切
に
対
応
策

を
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
で
は
、
買
い
物
に
行
く

に
も
町
内
の
病
院
に
行
く
に
も

市
の
本
庁
に
行
く
に
も
大
変
困

り
ま
す
。
先
日
、
箕
浦
地
域
の

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
港
と
自
治

会
館
前
と
西
原
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
停
留
場
に
寄
る
コ
ー
ス
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地

域
に
は
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

が
３５
人
以
上
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
等

も
含
め
て
巡
回
バ
ス
の
運
行
計

画
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
学
生
・
生
徒
な
ど

の
通
院
・
通
学
等
の
交
通
手
段

と
し
て
、
公
共
の
福
祉
の
た
め

に
現
時
点
で
は
、
３
台
の
う
ち

１
台
に
つ
い
て
１
日
３
便
の
運

行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

運
行
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は

検
討
中
で
す
が
、
個
々
の
希
望

に
沿
う
の
は
な
か
な
か
困
難
な

状
況
で
す
。
高
齢
者
の
タ
ク
シ

ー
利
用
の
補
助
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
は
大
き
な
町
に
し
て
、

コ
ス
ト
を
削
減
し
て
、
適
正
な

負
担
と
公
正
な
、
誰
に
で
も
納

得
で
き
る
町
を
作
る
べ
き
だ
が
、

旧
観
音
寺
や
そ
の
他
の
町
、
あ

る
い
は
市
街
化
し
た
町
と
農
村

部
で
バ
ラ
ツ
キ
は
な
い
か
と
い

う
視
点
か
ら
尋
ね
る
。

①
柳
町
の
整
備
が
交
付
金
に
変

　

わ
っ
た
。
市
の
負
担
が
一
割

　

増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
今

　

後
の
見
通
し
。

②
都
市
計
画
税
と
都
市
計
画
に

　

つ
い
て
、
豊
浜
地
区
は
、
無

　

税
だ
が
ど
う
な
る
の
か
。

③
市
道
以
外
の
生
活
道
、
自
治

　

会
道
の
舗
装
や
改
修
に
つ
い

　

て
。
豊
浜
・
大
野
原
地
区
に

　

は
、
別
の
基
準
や
対
応
が
さ

　

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

①
現
行
の
補
助
金
で
は
、
お
お

　

む
ね
５０
％
。
ま
ち
づ
く
り
交

　

付
金
で
は
４０
％
の
補
助
が
つ

　

く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
補

　

助
が
つ
く
も
の
に
つ
い
て
は

　

検
討
し
て
い
く
。
さ
ま
ざ
ま

　

な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

②
豊
浜
地
区
は
、
課
税
区
域
と

　

は
な
っ
て
い
な
い
。

③
市
道
以
外
の
道
路
や
水
路
に

　

つ
い
て
は
「
今
だ
調
整
に
い

　

た
っ
て
い
な
い
」
観
音
寺
地

　

区
と
は
別
に
「
今
ま
で
の
制

　

度
を
踏
襲
し
て
」「
合
併
前
」

　

の
大
野
原
・
豊
浜
に
適
用
す

　

る
。「
町
に
よ
っ
て
」
そ
れ
ぞ

　

れ
１
０
０
万
、
１
５
０
万
を

　

限
度
に
。
そ
の
５０
％
か
ら
６０

　

％
を
補
助
す
る
。

〈
適
正
な
負
担
と
公
平
性
〉

①
自
治
会
と
商
工
会
の
補
助
金

　

に
つ
い
て
地
区
ご
と
の
額
と

　

算
定
根
拠
に
つ
い
て
。
一
軒

　

ご
と
の
額
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

　

る
の
は
お
か
し
く
な
い
か
。

　

自
治
会
の
役
割
と
業
務
に
つ

　

い
て
問
う
。

②
商
工
会
（
大
野
原
・
豊
浜
）

　

と
観
音
寺
地
区
の
補
助
金
に

　

大
差
が
あ
る
が
お
か
し
く
は

　

な
い
か
。
そ
の
査
定
基
準
に

　

つ
い
て
問
う
。
会
議
所
に
合

　

併
し
て
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て

　

は
。

　
　

観
光
協
会
も
合
併
し
て
、

　

新
し
い
市
全
体
の
イ
ベ
ン
ト

　

や
祭
り
の
充
実
（
協
賛
金
広

　

告
料
）
を
は
か
っ
て
は
ど
う

　

か
。

①
金
額
は
地
区
で
違
う
。
旧
観

　

音
寺
は
３
２
０
円
、
大
野
原

　

は
１
、６
０
０
円
、
豊
浜
１
、８

　

０
０
円
で
、
ま
だ
「
予
定
」

　

で
あ
る
。「
今
後
」「
自
治
会
の

　

業
務
を
精
査
し
て
自
治
会
の

　

理
解
を
得
て
」
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
広
報
の
配
布
は
自
治

　

会
か
ら
外
し
て
業
者
委
託
で

　

全
戸
配
布
。
費
用
は
新
た
に

　

４
２
３
万
円
。

②
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
補

　

助
金
は
、
豊
浜
６
６
０
万
円
、

　

大
野
原
６
５
０
万
円
で
観
音

　

寺
は
５
５
０
万
円
。
算
定
基

　

準
は
な
い
。
ま
た
、
商
工
会

　

と
会
議
所
の
合
併
に
つ
い
て

　

は
、
行
政
と
し
て
も
統
合
に

　

向
け
支
援
に
努
め
た
い
。

　
　

商
工
関
係
の
方
々
が
、
一

　

緒
に
な
っ
て
新
市
の
イ
ベ
ン

　

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

　

た
い
。

　

施
政
方
針
の
中
で
、
今
後
改

革
が
必
要
と
さ
れ
る
民
営
化
部

分
の
具
体
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。
例
え
ば
、
ご
み
収
集

業
務
の
民
間
委
託
や
随
意
契
約

を
見
直
し
、
入
札
と
し
て
経
費

節
減
に
努
め
る
等
の
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
収
集
業
務
は
、
旧
観

音
寺
市
が
市
直
営
・
旧
大
野
原

町
が
業
者
委
託
・
旧
豊
浜
町
が

一
部
業
者
委
託
で
収
集
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

市
の
収
集
業
務
体
制
の
見
直
し

も
含
め
た
業
者
委
託
の
検
討
が

必
要
で
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
随
意
契
約
に
つ
い
て

も
、
見
積
も
り
合
わ
せ
を
行
い
、

契
約
金
額
の
決
定
に
お
け
る
競

争
性
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
平
成
１８
年
度
予
算
で

「
児
童
手
当
の
拡
充
」「
出
産
一

時
金
の
増
額
」「
育
児
休
業
手
当

て
の
拡
充
」
が
予
定
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
概
要
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
行
う
家
庭
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か

ら
、
児
童
手
当
制
度
の
支
給
対

象
年
齢
や
所
得
制
限
の
引
き
上

げ
を
行
う
制
度
改
正
が
平
成
１８

年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
国
の
制
度
に

基
づ
き
新
年
度
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
出
産
一
時
金
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
３０
万
円

か
ら
３５
万
円
に
引
き
上
げ
予
定

で
、
１０
月
１
日
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。
育
児
休
業
を
取
得

し
た
従
業
員
が
い
な
い
中
小
企

業
（
従
業
員
１
０
０
人
）
以
下

に
対
し
、
初
の
取
得
者
が
職
場

復
帰
し
た
際
に
１
人
目
に
１
０

０
万
円
、
２
人
目
に
は
６０
万
円

の
助
成
金
を
事
業
主
に
支
給
す

る
制
度
を
１８
年
度
に
創
設
予
定

で
す
。

　

育
児
・
介
護
休
業
法
に
基
づ
き

中
小
企
業
を
財
政
面
か
ら
支
援
し

５
年
間
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

3
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

市
議
会
だ
よ
り

3
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

施
政
方
針
（
合
併
効
果
を

生
む
経
費
の
節
減
合
理
化

策
）
に
つ
い
て

公
明
党

子
育
て
支
援
の
拡
充
に

つ
い
て

質
問
自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

ご
み
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

新
政
ク
ラ
ブ

県
営
住
宅
問
題
に
つ
い
て

質
問

質
問

箕
浦
地
域
の
巡
回
バ
ス
に

つ
い
て

質
問

質
問

都
市
整
備
と
農
村
の
活
力

質
問

官
と
民
の
調
整

質
問

し
ん
ち
ょ
く
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3
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

3
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
建
築
資
材
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

呼
吸
器
に
入
る
と
肺
が
ん
や
中

皮
種
な
ど
の
健
康
被
害
を
も
た

ら
す
物
質
で
す
。

　

昨
年
全
国
的
に
汚
染
の
実
態

が
明
ら
か
と
な
り
、
国
は
ア
ス

ベ
ス
ト
新
法
、
県
も
条
例
を
制

定
し
、
国
民
の
健
康
被
害
に
対

し
よ
う
や
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
に
お
け
る
対
応
状

況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

①
市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使

　

用
状
況
と
そ
の
対
策
。

②
市
民
に
お
け
る
健
康
被
害
の

　

実
態
把
握
と
被
害
拡
大
の
防

　

止
策
。

①
市
有
の
２
４
３
施
設
を
調
査

　

し
た
結
果
、
観
音
寺
幼
稚
園
、

　

中
部
中
学
校
、
老
人
憩
の
家

　

で
基
準
値
を
上
回
る
状
態
で

　

し
た
。
大
気
中
に
飛
散
の
恐

　

れ
は
な
く
、
国
の
指
針
で
は

　

除
去
工
事
を
必
要
と
し
な
い

　

レ
ベ
ル
で
し
た
。
し
か
し
、

　

利
用
者
の
不
安
を
考
え
、
３

　

施
設
の
除
去
工
事
費
を
今
議

　

会
の
補
正
予
算
で
提
案
し
て

　

い
ま
す
。

②
市
民
の
健
康
被
害
に
つ
い
て

　

は
、
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

の
健
康
相
談
に
お
い
て
、
６８

　

件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
具
対
策
と
し
て
疾
病

　

が
ア
ス
ベ
ス
ト
に
起
因
す
る

　

と
し
た
認
定
申
請
手
続
き
の

　

窓
口
を
整
備
。
市
と
し
て
も
、

　

情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
行

　

い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

人
権
尊
重
都
市
宣
言

　

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権
利
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。

　

私
た
ち
観
音
寺
市
民
は
、
日
本
国
憲
法

の
理
念
に
の
っ
と
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、

相
互
理
解
を
深
め
、
部
落
差
別
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
の
実
現
を
誓
い
、
個
々
に
観

音
寺
市
を
「
人
権
尊
重
都
市
」
と
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。

平
成
１８
年
３
月
２４
日

観
音
寺
市

平
成
１８
年
３
月
２４
日

観
音
寺
市

平
成
１８
年
３
月
２４
日観
音
寺
市
議
会

健
康
都
市
宣
言

観
音
寺
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
に

関
す
る
決
議

　

健
康
は
、
人
々
の
永
遠
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。

　

観
音
寺
市
が
住
み
よ
い
、
そ
し
て
明
る

く
豊
か
な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た

め
に
も
、
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
あ
す
の
発
展
を
め
ざ
し
た

活
力
あ
る
ふ
る
里
づ
く
り
に
向
け
て
、
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
に
基
づ
き
、
助

け
合
う
明
る
い
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

こ
こ
に
全
市
民
と
と
も
に
観
音
寺
市
を

「
健
康
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

す
。

　

平
和
な
社
会
を
実
現
し
核
兵
器
を
な
く

す
こ
と
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
世
界
で
は
い
ま
だ
に
戦
争

が
や
ま
ず
、
核
兵
器
の
存
在
は
、
世
界
の

平
和
と
安
全
に
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
唯
一
の
核
被
爆
国
と
し
て

広
島
、
長
崎
の
惨
禍
を
再
び
繰
り
返
さ
な

い
た
め
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
、
平
和

を
愛
し
人
類
の
共
存
を
願
う
立
場
か
ら
、

す
べ
て
の
国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶

を
求
め
、
海
・
山
・
川
と
自
然
豊
か
な
観

音
寺
市
を
守
る
た
め
に
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
、
こ
こ
に
非
核
平
和
都
市
で
あ

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　

以
上
決
議
す
る
。

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

※市長提出議案

平成１７年度観音寺市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度大野原町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度豊浜町一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について

平成１７年度観音寺市水道事業会計決算認定について

平成１７年度大野原町水道事業会計決算認定について

平成１７年度豊浜町水道事業会計決算認定について

平成１７年度香川県五郷山部分林組合歳入歳出決算認定について

平成１７年度粟井坂瀬山林観音寺市大野原町組合歳入歳出決算認定について

健康都市宣言について

人権尊重都市宣言について

観音寺市組織条例の一部改正について

観音寺市総合振興計画審議会条例の制定について

観音寺市個人情報の保護に関する条例の一部改正について

観音寺市特別職報酬等審議会条例の制定について

観音寺市民会館条例の一部改正について

観音寺市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の旅費に関する条例の一部改正について

観音寺市市特別会計条例の一部改正について

観音寺市合併振興基金条例の制定について

認　　　定

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原 案 可 決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原 案 可 決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

継続審査

〃

原案可決

〃

観音寺市豊浜老人介護支援センター条例の廃止について

観音寺市介護保険条例の一部改正について

観音寺市有木営農飲雑用水施設条例の一部改正について

観音寺市火入れに関する条例の一部改正について

観音寺市公園条例の一部改正について

観音寺市水質保全委員会設置条例の制定について

観音寺市防災会議条例の一部改正について

観音寺市国民保護協議会条例の制定について

観音寺市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例の制定について

観音寺市公民館条例の一部改正について

観音寺市放課後児童クラブ条例の制定について

観音寺市立総合体育館条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について

工事請負契約の変更契約の締結について

あらたに生じた土地の確認について

町及び字の区域の変更について

市道路線の認定について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変更について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変更について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変更について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変更について

香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について

三豊地区広域市町村圏振興事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、共同処理する事務の変更及び三豊地区広域市町村圏振興事務組合規約等の一部変更について

三豊地区広域市町村圏振興事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について

三豊南部環境衛生組合の名称変更に係る三豊南部環境衛生組合規約の一部変更について

平成１７年度観音寺市一般会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成１７年度観音寺市健康交流施設「おおのはら」管理運営事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度観音寺市一般会計予算

平成１８年度観音寺市競輪事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算

平成１８年度観音寺市老人保健事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市介護保険事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市航路事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市豊田財産区特別会計予算

平成１８年度観音寺市粟井財産区特別会計予算

平成１８年度観音寺市一ノ谷財産区特別会計予算

平成１８年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算

平成１８年度観音寺市田野々地区簡易水道事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市公共下水道事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市農業集落排水事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市健康交流施設「おおのはら」管理運営事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市産業団地造成事業特別会計予算

平成１８年度観音寺市水道事業会計予算

工事請負契約の締結について（観音寺競輪場走路改修工事）

指定管理者の指定について（観音寺豊浜総合体育館）

平成１８年度観音寺市一般会計補正予算（第１号）

※請願・陳情

市議会議員の政治倫理に関する条例

市営施設の料金体系による民間銭湯への経営圧迫についての陳情書

※議員提出議案

地方自治法第１８０条第１項に基づく観音寺市長専決処分事項の一部改正について

観音寺市非核平和都市宣言に関する決議について

議　　　　案　　　　名 審議結果

■ 市議会だよりに対するご意見ご要望などお寄せください。

平成１８年第２回観音寺市議会定例会は６月の予定です。本会議はどなたでも傍聴できます。

〒７６８-８６０１観音寺市坂本町一丁目１番１号　☎２３-３９１３　FAX２３-３９１４　メールアドレス　gikai＠city.kanonji.lg.jp観音寺市議会まで

社
会
民
主
党

質
問

答
弁

市
議
会
だ
よ
り
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春の全国交通
安全運動

威風堂々堂々と発表できました

運動場と体育館を避難所に

　観音寺中央高等学校前で交通キャンペ

ーンが行われました。春の交通安全を呼

びかけたのは観音寺市老人会の理事２７

人。季節柄、運転中考え事をしたり、よ

そ見をしたりすることが多くなり、交通

事故も多発するシーズン。老人会の皆さ

んは、「前をしっかり見て、ゆっくりと安

全運転でお願いします」とドライバーに

呼び掛けていました。

　新年度から大野原小学校に統合する五郷小学校で

最後の卒業式が行われ、卒業生５人が恩師や保護者、

来賓らの前で校長先生から卒業証書を受け取りまし

た。紅白の幕で囲まれた式場内は、下級生が育てた

花で一杯。卒業生は、下級生からの贈る言葉に、「五

郷小学校の卒業生という誇りを忘れません」と応え

ました。楽しかったことや悔しかったことなど、一

生の宝物になる思い出を胸にして、笑顔で学びやを

巣立っていきました。

　市民会館大ホールで生涯学習子どもフェスティバ

ルが行われ、力を合わせた合奏や合唱、ダンス、和

太鼓などを披露しました。たくさんの人の前で緊張

した子、いつもより大きな声で発表できた子などが

いましたが、出番を終えた後の笑顔はどの子も最高。

このフェスティバルに向けてこつこつと練習してき

たその努力と、精一杯やり遂げたいという思いで、

みんな喜びと自信に満ちあふれていました。

命の水を確保します

　市長応接室で、農業経営改善計画認定書が交付さ

れました。これは、５年後を見据えた長期的な農業

の経営改善を行うことを目標としており、今回交付

を受けたのは１２人。「後継者や高付加価値をつけて

いくなど問題は多いが、収益をあげることが農業従

事者を増やす道だと思います」と語っていました。

市内では、現在１８４人が認定されています。

　大野原中学校美術部員の新２・３年生と卒業生が

萩の丘公園にある花のデザイン画を修復しました。

これは、グラウンドに降りていく斜面の中腹にあり、

平成１４年に先輩が作成したもの。生徒たちは、足場

の上に乗ったり、身を乗り出したりしながら一生懸

命にペンキ塗り。急斜面に足を滑らせ、下まで滑り

落ちる生徒もいましたが、熱心に補修作業を進め、

鮮やかな色がよみがえりました。

これからの農業にむけて鮮やかなデザイン画

４
７

３
１６

３
３０

３
３１

３
２８

３
１９

３
１６

　災害時における救援物資提供に関する協定書を四

国コカ・コーラーボトリング㈱と締結しました。こ

れにより、災害時救援対応自動販売機を市庁舎（本

庁舎、大野原支所、豊浜支所）に設置。災害時には

無料で飲料水を提供していただけるようになりまし

た。また万一のときには、この自動販売機からメッ

セージを地域住民に発信することもでき、遠隔地へ

の情報提供も可能になります。

安心して使ってください

▲

▲

▲凛とした姿に思わずうっとり

地元に恩返しを

▲

▲ぽかぽか陽気でも安全運転に気をつけてください

　市は、災害時の協力協定を市内の３県立

高校（観音寺第一高等学校・観音寺中央高

等学校・三豊工業高等学校）と締結しまし

た。地震や台風などの大規模な災害が発生

したとき、高校の運動場や体育館を避難場

所として使用。締結式で白川市長は「避難

所として高校施設を利用できることを心強

く思います」と感謝を述べました。

りん

明るい未来に向かって

▲急斜面にも負けず ▲認定書を受けられた皆さん
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こんにちはこんにちは
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ちゃん

さ　　ゆ　　な もえ　 こ

ふう　 り

りょう　た

父 正幸 さん　母 美和 さん

（大野原町大野原）

お姉ちゃん大好き♥の
さゆなちゃん。いつま
でも仲良くしてね

元気に大きくなってね 競争したり、助け
あったりして仲良
くいきましょう

でっかい人に
なってください

合田萌子ちゃん

湊　遼汰ちゃん

　あなたの家のアイドルの写真を掲載し

ませんか？広報かんおんじでは、満１歳

の誕生月のお子さんを募集しています。

応募締切は誕生月の前々月の末日まで

（例：７月号だと５月末日）で、応募多

数の場合は先着順になります。ご応募を

お待ちしています。

両親からの
メッセージ

父 哲也 さん　母 優子 さん

（豊浜町姫浜）

両親からの
メッセージ

父 尚道 さん　母 仁美 さん

（中田井町）

両親からの
メッセージ

父 健司 さん　母 知子 さん

（新田町）

両親からの
メッセージ

い
つ
ま
で
も
現
役

内
藤
き
み
ゑ
さ
ん
（
茂
木
町
五
丁
目
）

　

人
と
話
を
す
る
の
が
好

き
！
じ
っ
と
し
て
い
る
の

が
嫌
い
で
、
毎
日
し
て
み

た
い
こ
と
が
わ
き
出
て
く

る
と
い
う
内
藤
さ
ん
（
９０

歳
）。次
々
に
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
傍
ら
、
一
つ

の
こ
と
を
継
続
す
る
の
も

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。
そ

の
日
あ
っ
た
こ
と
を
朝
か

ら
順
に
思
い
出
し
て
書
い

て
い
る
日
記
や
家
計
簿
は
、

結
婚
し
た
当
初
（
昭
和
１２

年
）
か
ら
１
日
も
欠
か
し

た
こ
と
が
な
く
、
明
治
青

年
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動

「
う
た
声
」
も
、
こ
と
し

で
２７
年
目
。「
継
続
は
力
な

り
！
」
何
事
も
一
生
懸
命

で
、
元
気
一
杯
の
内
藤
さ

ん
に
お
会
い
し
て
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

み ん な の 輪
漢文・連句～燧漢文連句会

　皆さん「連句」をご存じ
ですか？五七五の発句に七
七の脇句をほかの人がつけ、
さらに別の人が五七五の第
三句というように仲間で次
々と作り、できた十八句の
ものを半歌仙の連句といい
ます。
　その連句と漢詩文を県漢
詩連盟会長の広谷　石先生
の下で学び楽しんでいるの
が燧漢文連句会の人たちで
す。毎月１回の活動日には、
自分で作った漢詩を先生に

批評してもらったり、唐詩
や日本の優れた漢詩を鑑賞
したり、みんなで半歌仙を
仕上げたり。頭の体操にな
る上に良いコミュニケーシ
ョンの場になるのか、この
会のあった日の夜は熟睡で
きるという声も。会員の口
からは「楽しい」の言葉が
多く聞かれました。初めて
の人、男性も大歓迎とのこ
と。入会希望の人は矢野さ
ん（☎５４－２３２６）までご
一報ください。

募集しています！！

ひうち

かい　 り

三宅風璃

　　海璃 ちゃん

ちゃん（右）

（左）

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

1415

thinking time

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
１７
年
度

人
権
作
品
優
秀
賞

豊
浜
中
３
年

合
田　

菜
摘
さ
ん

観
音
寺
中
３
年
（
平
成
１７
年
度
）

丸
尾
は
る
香
さ
ん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

日

本

人

の

人

権

感

覚

〜
同
和
問
題
〜

　

同
和
問
題
を
考
え
る
と
き
、

も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
差
別
発
言
や
差

別
落
書
き
、
差
別
は
が
き
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
差
別
的
な

書
き
込
み
な
ど
で
す
。

　

東
京
都
内
で
は
差
別
落
書
き

や
差
別
は
が
き
が
何
度
も
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
県

内
の
あ
る
大
学
に
在
学
し
て
い

た
学
生
に
は
、
何
度
と
な
く
差

別
は
が
き
が
送
り
つ
け
ら
れ
、

最
後
に
は
封
書
に
カ
ミ
ソ
リ
の

刃
が
同
封
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
に
共
通
す
る

こ
と
は
匿
名
性
で
す
。
つ
ま
り
、

犯
人
が
だ
れ
で
あ
る
か
分
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
ど
ち
ら
の
事
件
の
犯

人
も
、
強
い
差
別
意
識
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て

い
ま
す
。

　

東
京
都
の
差
別
は
が
き
の
事

件
で
は
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し

た
が
、
県
内
の
大
学
生
の
事
件

は
い
ま
だ
に
犯
人
が
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。「
差
別
は
無
く
な
っ

た
」
と
か
、「
そ
っ
と
し
て
お
け

ば
差
別
は
無
く
な
る
」
と
言
う

人
が
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
こ

の
よ
う
に
差
別
が
巧
妙
で
陰
湿

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

差
別
と
い
う
の
は
見
よ
う
と

す
る
人
に
は
見
え
、
見
よ
う
と

し
な
い
人
に
は
見
え
に
く
い
も

の
で
す
。
こ
の
社
会
に
は
、
許

す
こ
と
の
で
き
な
い
差
別
が
い

ま
だ
に
存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
差
別
を
無
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
明

る
い
未
来
が
生
ま
れ
る
は
ず
で

す
。

女性も働く時代ですが…

企画課男女共同参画推進室　☎２３-３９１７

　

今
は
、
女
性
も
外
で
働
く
時

代
で
す
。
上
の
グ
ラ
フ
で
働
く

女
性
を
年
齢
別
で
見
て
み
る
と
、

３０
代
前
半
を
谷
と
し
て
、
２０
〜

２４
歳
と
４５
歳
〜
４９
歳
が
山
に
な

る
Ｍ
字
型
曲
線
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
結
婚
・
出
産
で

仕
事
を
辞
め
て
育
児
が
一
段
落

し
た
後
、
再
就
職
を
す
る
女
性

が
多
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
、
い
っ
た
ん
仕
事
を

辞
め
て
再
就
職
し
よ
う
と
す
る

と
、
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど

に
差
し
支
え
な
い
範
囲
内
で
の

働
き
方
を
希
望
す
る
た
め
、
パ

ー
ト
労
働
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
女
性
が
外
で
働
い
て

も
、
夫
や
子
ど
も
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
と
い
う
役
割
分
担

意
識
が
根
強
く
あ
る
た
め
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
社
会
で
個

人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
家
庭
で
支
え
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

女性の年齢階級別労働力率の推移
総務省「労働力調査」より作成

８０
（％）

（歳）

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

昭和５０年

昭和６０年

平成７ 年

平成１６年
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４５
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６４
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６９
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水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　
　

☎
２５
│

５
２
１
１

　

検
定
期
間
が
満
了
し
た
水
道

メ
ー
タ
ー
を
市
指
定
の
水
道
工

事
事
業
者
が
取
り
替
え
ま
す
。

取
り
替
え
中
の
約
２０
分
間
は
、

水
道
が
使
え
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

５
月
〜
平
成
１９
年
１
月

　

無
料

　

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、
現
況
届
を
６
月

末
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
の
用
紙
は
、

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
直
接
届

き
ま
す
。
未
提
出
の
場
合
に
は
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。　
　
　

提
出
先

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
８

大
野
原
支
所
建
設
経
済
課

　
　
　
　
　
　

☎
５４
│

５
７
０
７

豊
浜
支
所
建
設
経
済
課

　
　
　
　

　

☎
５２
│

１
２
０
５

　

豊
浜
支
所
庶
務
課

　
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
０

　

豊
浜
支
所
で
は
、
夜
間
・
休

日
の
安
全
対
策
の
た
め
正
面
玄

関
を
閉
め
て
い
ま
す
。
用
事
の

あ
る
人
は
、
支
所
西
側
（
文
化

会
館
側
）
の
夜
間
・
休
日
の
受

付
窓
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
３

　

１２
月
１７
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
る
、
第
九
演
奏
会
の
合
唱
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
学
生
以
上
＊
中
学
生
の
練
習

　

時
間
は
午
後
９
時
ま
で
で
、必
ず

　

保
護
者
の
送
迎
が
必
要

　

２
０
０
人

　

無
料
＊
楽
譜
代
な
ど
は
別
途
料
金

　

が
必
要

　

５
月
１
日
（
月
）
〜
３１
日
（
水
）

　

＊
募
集
人
員
に
な
り
次
第
終
了

　

生
涯
学
習
課
・
各
支
所
・
各

　

公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
応

　

募
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
。

　

応
募
は
次
の
３
つ
の
う
ち
、

　

い
ず
れ
か
。

　

①
生
涯
学
習
課
へ
持
参
し
、

　
　

直
接
申
し
込
み

　

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　

２３
│

３
９
６
５

　

③
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、

　
　

第
九
演
奏
会
合
唱
団
員
募

　
　

集
コ
ー
ナ
ー
か
ら
応
募
用

　
　

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

　
　

内
容
を
記
入
後
、
Ｅ
メ
ー

　
　

ル
で
申
し
込
み

Ｅ
メ
ー
ル

　

主
に
毎
週
金
曜
日
の
夜
に
練

　

習
を
し
ま
す
。
詳
し
い
日
程

　

は
、
生
涯
学
習
課
に
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
局 

☎
２５
│

５
２
１
１

　

６
月
１
日
〜
７
日
は
、
第
４８

回
水
道
週
間
で
す
。
水
道
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
茂
木
浄
水
場

を
一
般
開
放
し
ま
す
。

　

小
学
生
の
作
品
展
や
水
道
水

と
市
販
の
水
な
ど
の
飲
み
比
べ

な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
！
こ
の
機

会
に
浄
水
場
を
見
学
し
て
く
だ

さ
い
。

　

６
月
４
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
３

　

市
の
物
産
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
物
産
市
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

５
月
７
日
（
日
）
／
午
前
９
時

　

３０
分
〜
午
後
２
時
＊
次
回
以
降
、

　

毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
予
定

　

道
の
駅
こ
と
ひ
き
（
世
界
の

　

コ
イ
ン
館
）

　

健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
７

　

高
額
医
療
費
の
支
給
を
受
け

る
権
利
は
、
２
年
で
無
く
な
り

ま
す
。
高
額
医
療
費
支
給
申
請

の
案
内
を
受
け
て
、
ま
だ
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
く

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

支
給
申
請
書
／
印
鑑
／
老
人
医

療
受
給
者
証
／
健
康
保
険
証
／

普
通
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除

く
）
申
請
窓
口

健
康
増
進
課
医
療
係
／
大
野
原

支
所
福
祉
保
健
課
福
祉
係
／
豊

浜
支
所
福
祉
保
健
課
福
祉
係
／

伊
吹
支
所
市
民
係　
　
　
　

高
額
医
療
費
と
は

　

１
カ
月
の
医
療
費
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
部
分
が
申
請
に
よ
り
「
高

額
医
療
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。（
入
院
時
の
食
事
代
や
差

額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
対
象
外
）

　

教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　

☎
５２
―

1
2
0
6

　

旧
豊
浜
町
全
町
運
動
会
は
、

諸
事
情
に
よ
り
５
月
に
は
実
施

い
た
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
１８
年
度
の
豊
浜

地
区
の
体
育
行
事
は
、
地
区
体

育
理
事
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
か
ん
お
ん
じ
が
全
戸
配

布
に
な
り
ま
し
た
。「
家
に
ま
だ

来
て
い
な
い
」
と
い
う
ご
近
所

さ
ん
や
お
友
だ
ち
が
い
る
人
は
、

左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

松
く
い
虫
薬
剤
防
除

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
３

　

県
や
市
で
は
、
関
係
団
体
な

ど
の
協
力
で
琴
弾
山
や
興
昌
寺

山
の
大
切
な
松
を
松
く
い
虫
被

害
か
ら
守
る
た
め
薬
剤
散
布
を

し
ま
す
。
散
布
中
は
散
布
区
域

内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

散
布
期
間

　

５
月
下
旬
〜
７
月
初
旬

散
布
日

　

看
板
な
ど
で
周
知

　

今
年
度
の
『
成
人
の
集
い
』

（
成
人
式
）
は
、
平
成
１９
年
１

月
７
日
（
日
）
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。
市
で
は
、
新
成
人
ス
タ

ッ
フ
の
参
画
で
思
い
出
に
残
り
、

参
加
者
の
心
に
響
く
成
人
式
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
企
画
・
運
営
な
ど
に
積
極

的
に
参
画
し
て
く
れ
る
新
成
人

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
会
議
／
毎
月
１
〜

　

２
回

　

市
担
当
職
員
と
一
緒
に
『
成

　

人
の
集
い
』
の
内
容
や
実
施

　

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

　

す
。

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

Ｅ
メ
ー
ル

　

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
６
９
８

　

市
で
は
、
家
庭
用
の
小
型
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
を
し
て
い
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排

　

水
処
理
施
設
、
生
活
排
水
処

　

理
施
設
の
認
可
区
域
外
で
、

　

居
住
を
目
的
に
し
た
住
宅

　

補
助
金
交
付
申
請
書
と
添
付

　

書
類
を
生
活
環
境
課
に
提
出

※
補
助
金
交
付
希
望
者
は
、
補
助
規　

　

定
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
工
事

　

着
工
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
０
０

　

財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
１７
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
額
や
平
成
18
年

度
歳
入
・
歳
出
別
の
予
算
状
況

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

　

夏
休
み
の
間
、
指
導
員
と
一

緒
に
子
ど
も
た
ち
を
保
育
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

７
月
２５
日
（
火
）
〜
８
月
３１
日

　

（
木
）

　

小
学
１
〜
３
年
生
の
保
育

　

市
内
４
教
室
（
観
音
寺
南
・

　

常
磐
・
大
野
原
・
豊
浜
）

　

高
校
生
以
上
で
子
ど
も
が
好

　

き
な
人
、
保
育
士
を
目
指
し

　

て
い
る
人

　

８
人

　

履
歴
書

　

５
月
３１
日
（
水
）
ま
で

　

生
涯
学
習
課

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時料

対

＝問合先

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

６
月
が
提
出
月
で
す

　
　
　
農
業
者
年
金
現
況
届

豊
浜
地
区
運
動
会

　
（
全
町
運
動
会
）
に
つ
い
て

ご
自
宅
に
広
報
か
ん
お
ん
じ
は

届
き
ま
し
た
か
？

『
成
人
の
集
い
』（
成
人
式
）

ス
タ
ッ
フ
募
集

松
を
守
ろ
う
！！

新
観
音
寺
市
合
併
記
念

第
九
演
奏
会
合
唱
団
員
募
集

茂
木
浄
水
場
を

　
　
　
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

こ
と
ひ
き
物
産
市

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金

平
成
１７
年
度
決
算
（
旧
1
市

2
町
）
と
平
成
１８
年
度
当
初

予
算
の
公
表

夏
休
み
期
間
中

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

老
人
保
健
高
額
医
療
費
の
申
請

豊
浜
支
所

夜
間
・
休
日
受
付
窓
口
の
変
更

s
h
o
u
g
a
k
u
@
c
ity
.k
a
n
o
n
ji.lg
.jp

Ｆ

至観音寺駅

乗
馬
ク
ラ
ブ

至観音寺港

競輪場

柞田川

N

三
本
松
緑
地

配布漏れのときの

０１２０-４９４４５９

連 絡 先

四国新聞販売（株）

s
h
o
u
g
a
k
u
@
c
ity
.k
a
n
o
n
ji.lg
.jp

人
槽
区
分

補
助
限
度
額

5
人
槽

6
人
槽

7
人
槽

4
5
0
、0
0
0
円

5
5
0
、0
0
0
円

6
5
0
、0
0
0
円

8
2
4
、0
0
0
円

9
0
0
、0
0
0
円

8
・
9
人
槽

１０
〜

５０
人
槽

h
ttp
://
w
w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w
a
.jp
/

三 本 松 緑 地

公園だより

　三本松緑地は、競輪場のすぐ近くにあ

る南北に細長い公園です。多くの木々に

囲まれ、マイナスイオンを体中で感じら

れるから「ほっと一息」したいときや、

「ちょっと一人」になってみたいときには、

絶好の場所!! 

　緑地内には、大きな松ぽっくりのでき

る松があり、初夏に新しい実を結び、次

年の冬に成長します。街の喧騒に疲れた

とき、ぜひ立ち寄ってください。

食堂

支所長

技術員室

池

池

トイレ

玄 関

応接室

庶務課
庶務係

トイレ ロビー

宿直室

宿直室

守
衛
室西

側
入
口 建

設
経
済
課

福
祉
保
健
課

庶
務
課市
民
係

夜間・休日
受付

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

数

時

料受申問申申 対

時所

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

時所 内対数持受問

けんそう

時内

茂木浄水場

至仁尾

財田川

観音寺第一高等学校

市民会館

喫茶店

コンビニエンスストア

観音寺市役所観音寺中央高等学校

あ
　
な
　
た
　
と
　
市
　
政
　
を
　
む
　
す
　
ぶ

200
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平成
18年

May5
かん
おん
じ
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昨
年
の
「
合
併
協
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
「
市
・
県
民
税

の
前
納
報
奨
金
交
付
制
度
」（
第

１
期
の
納
期
内
に
年
税
額
全
額

を
納
付
し
た
場
合
に
一
定
額
を

前
納
報
奨
金
と
し
て
交
付
す
る

制
度
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
納
付
申
し
込

み
を
し
て
い
た
人
が
全
納
か
ら

期
別
納
付
に
変
更
す
る
場
合
は
、

６
月
１３
日
（
火
）
ま
で
に
銀
行
・

農
協
・
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機

関
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
２

　

大
野
原
支
所
庶
務
課
市
民
係

 
　
　
　
　

☎
５４
│

５
７
０
４

　

豊
浜
支
所
庶
務
課
市
民
係

 
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
３

　

身
体
障
害
者
、
精
神
障
害
者

（
身
体
障
害
者
で
１８
歳
未
満
、

ま
た
は
精
神
障
害
者
と
生
計
を

同
一
に
す
る
人
）
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
な
ど
で
、
次
の
場
合

に
障
害
に
応
じ
て
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

①
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
害
者
の
人

　

が
運
転
す
る

②
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
害
者
の
通

　

学
、
通
院
、
通
所
や
生
業
の

　

た
め
に
そ
の
身
体
障
害
者
と

　

生
計
を
同
一
に
す
る
人
が
運

　

転
す
る

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
／
戦
傷
病

　

者
手
帳
／
療
育
手
帳
／
精
神

　

障
害
者
健
康
福
祉
手
帳

○
自
動
車
運
転
免
許
証

○
申
請
車
両
の
自
動
車
検
査
証

○
印
鑑

注
意
す
る
こ
と

○
減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど

　

は
１
台

○
平
成
１７
年
度
ま
で
に
申
請
を

　

済
ま
せ
て
い
る
人
は
、
対
象

　

車
な
ど
の
変
更
が
な
い
限
り

　

申
請
は
不
要

　　

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
２

 

伊
吹
支
所
市
民
係

 
　
　
　
　

☎
２９
│

２
１
１
１

 

大
野
原
支
所
庶
務
課
市
民
係

 
 
 
　
　

☎
５４
│

５
７
０
４

　

豊
浜
支
所
庶
務
課
市
民
係 

　
　
　
　
　

☎
５２
│

１
２
０
３

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
、
市
で
は
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
計
画
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

策
定
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
専

門
部
会
の
会
員
の
一
部
を
募
集

し
ま
す
。

　

任
期
＝
６
月
〜
平
成
２０
年
３

　

月
／
策
定
委
員
＝
年
４
回
策

　

定
委
員
会
に
参
加
／
専
門
部

　

会
会
員
＝
月
１
回
専
門
部
会

　

に
参
加

　

４
月
１
日
現
在
で
２０
歳
以
上

　

の
市
内
在
住
の
人
／
地
域
福

　

祉
の
推
進
に
関
心
の
あ
る
人

　

／
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
職

　

員
で
な
い
人
、
市
の
審
議
会

　

な
ど
の
委
員
を
２
つ
以
上
兼

　

ね
て
い
な
い
人

　

策
定
委
員　

２
人
程
度

　

専
門
部
会
会
員　

若
干
名

　

５
月
１
日
（
月
）〜
２６
日
（
金
）

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
子
育
て

　

支
援
課
に
提
出
（
「
地
域
福
祉
」

　

を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
・
感

　

想
が
あ
れ
ば
、
申
込
用
紙
に

　

添
付
）

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
２

　
　
　
　
　
　

２３
―

３
９
２
９

　

合
併
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
市

町
で
策
定
し
て
い
た
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
を
調
整
し
統

合
す
る
た
め
に
、
ま
た
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
委
員
の
一
部

を
募
集
し
ま
す
。

　

任
期
＝
６
月
〜
平
成
１９
年
３

　

月
／
委
員
会
＝
年
間
４
回
開

　

催

　

４
月
１
日
現
在
で
２０
歳
以
上

　

の
市
内
在
住
の
人
／
子
育
て

　

や
少
子
化
対
策
の
推
進
に
関

　

心
が
あ
る
人
／
市
議
会
議
員

　

お
よ
び
市
職
員
で
な
い
人
、

　

市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を

　

２
つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い
人

　

策
定
委
員　

２
人
程
度

　

５
月
１
日
（
月
）
〜
２６
日
（
金
）

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
子
育
て

　

支
援
課
に
提
出
（
「
次
世
代
育

　

成
支
援
行
動
計
画
」
を
テ
ー

　

マ
に
し
た
意
見
・
感
想
が
あ

　

れ
ば
、
申
込
用
紙
に
添
付
）

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
２

　
　
　
　
　

　

２３
―

３
９
２
９

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
６
２

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
（
保

護
者
）
の
不
安
や
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
し
て
、
安
心
と
ゆ
と

り
の
あ
る
育
児
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
事
業

　

子
育
て
に
頑
張
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
お
父
さ
ん
、
困
っ
た
こ

と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
サ
ー
ク
ル

の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
た
ち

と
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。
開
放
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
利
用
で
き

る
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

無
料

　

育
児
や
家
事
の
援
助
が
必
要

な
と
き
（
保
護
者
が
行
事
な
ど

に
参
加
、
保
護
者
や
家
族
が
病

気
で
寝
込
ん
だ
場
合
、
保
護
者

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
）
に
、

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家

庭
ま
で
出
向
き
ま
す
。

　

日
数
は
、
訪
問
型
一
時
保
育

　

事
業
も
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ

　

ー
事
業
も
、
と
も
に
原
則
１

　

カ
月
に
７
日
ま
で

★
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
ひ
と
り

　

親
確
認
書
（
福
祉
事
務
所
発

　

行
）
が
必
要

　

高
室
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
２４
│

３
１
３
０

　

７
月
１６
日
（
日
）

　

有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
ス
テ

　

ー
ジ

要
領
楽
曲

自
由
（
「
Z
e
n
i
g
a
t
a
９９
」

「
銭
形
お
ど
り
」「
銭
形
ば
や
し
」

の
曲
の
一
部
を
挿
入
し
て
５
分

以
内

　

５
、０
０
０
円

　

５
月
８
日
（
月
）
〜
２６
日
（
金
）

　

７
月
１７
日
（
祝
）
／
午
後
１
時

　

〜
午
後
１０
時
（
予
定
）

　

上
市
／
駅
通
／
は
れ
は
れ
通

　

り
ス
タ
イ
ル

　

パ
レ
ー
ド
型
と
ス
テ
ー
ジ
上

　

で
踊
る
両
ス
タ
イ
ル

　

無
料

　

５
月
３１
日
（
水
）
ま
で

　
　

両
募
集
と
も

銭
形
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２５
│

３
０
７
３

　
　
　
　
　

　

２４
│

０
５
２
６

Ｅ
メ
ー
ル

大
野
原
町
、
豊
浜
町
の
市
・

県
民
税
の
納
税
義
務
者
の

皆
さ
ん
へ

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
募
集

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

策
定
委
員
を
募
集

軽
自
動
車
税
「
身
体
障
害
者

等
の
減
免
申
請
」
は
５
月
２４

日（
水
）ま
で

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

残
留
農
薬
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料

料

内申

問

＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

問

問

内対問

対数 内申 受問

数受申

＝問合先

1819

Ｆ

Ｆ

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

数学・物理・化学でお困りの

モリ理数塾

高校生の皆さんへ

数学・物理・化学　専門の学習塾です。

対象校は、観一、詫間電波、大手前高校など

詳しくは

☎ 25-5102（0875）

HOYA遠近両用レンズ

特別御奉仕中！！

観音寺市柞田町黒渕（西日本放送アンテナ前）

（TEL25-3357）

営業時間AM10：00～PM7：30定休日水曜日

家族思いのお母さん応援リフォーム相談会

お年寄りや子供が安心して暮らせる住まいにしたいな。

ラクしてキレイな我が家にしたいな。など住まいにつ

いてお考えの方、女性デザイナーがお手伝いします。

お問合せは

祝日・日曜日も営業いたします。土日無料特別相談会開催

見積り無料 吉岡町（小西商店内）リフォーム・コニー

参加
無料☎０１２０-５３-５６３０

■子育てサークル事業

月

ふたば保育園 午前１０時～

正午

午前９時～

午前１１時

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前１０時～

正午

午前１０時～

正午

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

午前９時３０分～

午前１１時３０分

赤ちゃんサロン

午前９時３０分～

午前１１時３０分

第１・第３土曜
（赤ちゃんの日）
午前９時３０分～
午前１１時３０分

第１・第３は
午前９時３０分～
午前１１時３０分
第２、第４は
午前１０時～正午

☎２５－５３８８

☎２５－５１１５

☎２５－８３５９

☎２３－３９６４

☎５４－５７０６

☎５２－１２０４

☎２７－７４４０

☎２４－３１３０

柞田保育所

高室保育園

愛和保育園

中部保育園

保健センター

（自由あそび）

豊浜ふれあ
い会館

※都合により休みなど変更することがあります。

（ふれあい広場）

大野原いき
いきセンター
（ぴよぴよクラブ）

火 水 木 金 土

日　数（時間）

ひとり親

　　 家庭

１日（８時間）

半日（４時間）

１時間

１日（８時間）

半日（４時間）

１時間

その他

　　 家庭　

金　額（円）

1,750

870

250

3,500

1,750

500

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

企業広告は随時募集しています。　　秘書課☎23-3915申

か
ん
お
ん
じ

銭
形
ま
つ
り

第
１１
回
銭
形
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

銭
形
よ
さ
こ
い
２
０
０
６

踊
り
連
大
募
集
！

所料受時所料受申

問

時

Ｆ

’

z
e
n
ig
a
ta
@
k
a
n
-c
c
i.o
r.jp

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業



く ら し の 生 き 生 き 情 報
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

　

５
月
２８
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　

20
分
〜

　

市
立
総
合
体
育
館

　

市
内
在
住
の
一
般
社
会
人

　

登
録
１
人
に
つ
き
２
０
０
円

　
（
保
険
料
込
み
）

チ
ー
ム
編
成

男
女
混
合
の
部
（
男
性
２
人
ま
で
）

 

１
部
（
男
性
全
員
が
３５
歳
未

　
　

満
ま
た
は
ど
ち
ら
か
が
３５

　
　

歳
未
満
）

 

２
部
（
男
性
全
員
が
３５
歳
以

　
　

上
）

女
子
の
部

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

　

１
部
（
平
均
年
齢
が
４５
歳
未

　
　

満
）

 

２
部
（
平
均
年
齢
が
４５
歳
以

　
　

上
）

　

５
月
１９
日
（
金
）
ま
で

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
１

　

第
１
回 

５
月
２１
日
（
日
）

　
　

豊
浜
一
の
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
２
回 

６
月
４
日
（
日
）

　

大
野
原
萩
の
丘
公
園
ゲ
ー
ト

　

ボ
ー
ル
コ
ー
ト

第
３
回 

６
月
１１
日
（
日
）

　

本
大
河
川
敷
コ
ー
ト

　

市
内
在
住
の
一
般
社
会
人

　

５０
人

　

教
室
開
催
日
の
１０
日
前
ま
で

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
１

　

６
月
の
毎
週
土
曜
日
（
４
回
）

　

午
後
８
時
〜
午
後
９
時

　

豊
浜
中
学
校
体
育
館

　

初
心
者
２０
人

（
豊
浜
町
に
住
所
の
あ
る
人
）

　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
ラ
ケ
ッ
ト

（
貸
し
出
し
用
数
本
有
り
）

　

無
料

　

５
月
２６
日
（
金
）
ま
で

　
　

教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　
　

☎
５２
―

1
2
0
6

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
自
動
車
所
有
者
（
割

賦
販
売
な
ど
の
場
合
は
使
用
者
）

に
対
し
て
、
県
か
ら
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
１８
年
度
の
納
期
限
は
５

月
３１
日
（
水
）
で
す
。
５
月
上
旬

に
送
る
納
税
通
知
書
で
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納

期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

県
で
は
次
の
と
お
り
納
税
窓
口

を
延
長
す
る
の
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

納
税
窓
口
の
延
長

　

５
月
２８
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　

３０
分
〜
午
後
５
時

 

５
月
２９
日
（
月
）
・
３０
日
（
火
）

　

３１
日
（
水
）
／
午
前
８
時
３０
分

　

〜
午
後
７
時
３０
分

　
　

西
讃
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
―

３
０
８
４

　

年
８
回
実
施　

　

第
１
回
目　

６
月
１６
日
（
金
）

　

午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時

　

３０
分

　

市
民
会
館
第
３
会
議
室

　

近
藤　

勇
先
生

　

６０
歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す

　

る
高
齢
者
／
年
８
回
を
通
し

　

て
受
講
で
き
る
人

　

４５
人
（
先
着
順
）

　

書
道
道
具
一
式

　

無
料

　

５
月
１０
日
（
水
）
か
ら
受
付
開
始

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２４
―

０
４
１
９

　

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、

残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
が
平
成
１８
年
５
月
２９
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
残

留
農
薬
基
準
値
が
無
か
っ
た
農

薬
に
も
、
０
・
０
１
Ｐ
Ｐ
ｍ
と
い

う
低
い
数
値
が
基
準
値
と
し
て

設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
基
準
値
を
オ
ー
バ
ー
し
て

し
ま
う
と
、
生
産
物
の
出
荷
停

止
・
回
収
な
ど
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
農

薬
の
飛
散
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

庭
木
に
農
薬
散
布
を
す
る
場

合
も
、
近
く
の
野
菜
な
ど
の
農

産
物
に
農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

西
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
６２
│

３
０
７
５

糖
尿
病
教
室

　

５
月
１１
日
（
木
）
／
午
後
６
時
〜

　

全
身
を
マ
メ
に
動
か
そ
う
！

　

糖
尿
病
と
仲
良
く
暮
ら
そ
う

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

今
月
の
テ
ー
マ　

生
活
習
慣
病

①
健
康
学
習

　

５
月
１２
日
（
金
）
／
午
後
２
時
〜

　

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
あ
な

　

た
の
食
生
活
〜
結
果
の
見
方

　

／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
見
学

②
調
理
実
習

　

５
月
２６
日
（
金
）
／
午
前
１０
時

　

３０
分
〜

　

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
で
肥
満
対
策

腎
臓
病
教
室　

　

５
月
１８
日
（
木
）
／
午
前
１０
時

　

３０
分
〜

　

た
ん
ぱ
く
質
を
抑
え
て
も
お

　

い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
／
減
塩
食

　

で
も
工
夫
し
だ
い
で
お
い
し

　

く
食
べ
ら
れ
る

*
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　
　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
３
６
６

 

け
し
の
花
（
４
〜
５
月
に
開

花
）
の
中
に
は
、
麻
薬
の
原
料

に
な
る
た
め
、
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
花
が
美
し
い
た
め

誤
っ
て
庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

大
麻
（
あ
さ
）
に
つ
い
て
も
、

加
工
さ
れ
、「
マ
リ
フ
ァ
ナ
」
と

し
て
乱
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、「
け
し
」「
大
麻
」

を
見
か
け
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

衛
生
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

４
３
８
３

　

健
康
増
進
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

５
月
１０
日
（
水
）
／
午
後
１
時

　

３０
分
〜
午
後
４
時

　

県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

３
階
会
議
室

　

み
ん
な
と
共
に
／
松
田
勝
氏

　

／
お
話
し
＆
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
悩

　

ん
で
い
る
家
族
※
当
日
の
参
加

　

も
で
き
ま
す

　
　

県
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
―

２
０
５
２

 

だ
れ
で
も
無
理
な
く
で
き
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
で
す
。
ス
ト
レ
ス
で
こ
り
固

ま
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
せ
ば
体
も

心
も
軽
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
動
か
す

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
継
続
す
る
と
体

の
気
に
な
る
部
分
の
引
き
締
め

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
第
４
木
曜
日
／
午
前
１０

　

時
〜
午
前
１１
時

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

２
階
集
団
指
導
室

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
／
タ
オ
ル

　

体
操
／
お
手
玉
遊
び
な
ど

　

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

　

タ
オ
ル
／
お
手
玉

　

健
康
増
進
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
8

健
康
づ
く
り

「
春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

健
康
づ
く
り

「
ペ
タ
ン
ク
教
室
」

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の

「
親
の
集
い
」

不
正
な
「
大
麻
」
や
「
け
し
」

　
　

の
撲
滅
運
動
実
施
中
！

い
き
い
き
体
操
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

時

対時所

問

申 受問 料

持 数 対 講 所 時 申 時
問

持料受申

問

対 数受申

問

所対料受時 申 時内時内時

時 問所内対

内時内

2021

ス
ポ
ー
ツ

情
報

６
月

５
月

１４１７

２０２１２７２８３４８１０

６／４・２８・２１・１４ 日

行　
　
　

事

第
２８
回
三
観
広
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

／
午
前
９
時
〜
／
県
立
三
豊
体
育
館

全
国
小
学
生
陸
上
交
流
大
会
西
讃
地
区

予
選
／
午
前
９
時
〜
／
総
合
運
動
公
園

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
体
育
祭
／
午

前
８
時
３０
分
〜
／
総
合
運
動
公
園

新
観
音
寺
市
民
テ
ニ
ス
大
会
／
午
前
８

時
３０
分
〜
／
総
合
運
動
公
園

三
観
地
区
中
学
校
春
季
陸
上
競
技
大
会

／
午
前
９
時
〜
／
総
合
運
動
公
園

香
川
県
総
合
体
育
大
会
（
新
体
操
）
／

午
前
９
時
〜
／
市
立
総
合
体
育
館

第
８
回
体
力
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
／
午
前
８
時
〜
／
総
合
運
動
公
園

観
音
寺
市
長
杯
争
奪
試
合
（
市
内
高
校

野
球
）
／
午
前
９
時
〜
／
総
合
運
動
公

園三
観
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
陸

上
競
技
）
／
午
前
９
時
〜
／
総
合
運
動

公
園

四
国
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大
会
県

予
選
会
／
午
前
１０
時
〜
／
市
立
総
合
体

育
館

１８
年
度
三
観
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

／
午
前
９
時
〜
／
総
合
運
動
公
園

近
県
中
学
サ
ッ
カ
ー
大
会
／
午
前
１０
時

〜
／
総
合
運
動
公
園

香
川
県
ド
ッ
ジ
・
ボ
ー
ル
会
長
杯
カ
ッ

プ
／
午
前
９
時
〜
／
市
立
総
合
体
育
館

体
協
旗
争
奪
春
季
軟
式
野
球
大
会
／
午

前
８
時
３０
分
〜
／
総
合
運
動
公
園

観
音
寺
市
保
育
ま
つ
り
／
午
前
１０
時
〜

／
市
立
総
合
体
育
館

お
知
ら
せ

自
動
車
税
は
納
期
限
（
５
月

３１
日
）
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

筆
耕
講
習
会

残
留
農
薬
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度

コ
ー
ナ
ー 健
康

問

対

申

問

申

時所内持問

結核・肺がん検診のお知らせ
年に一度は検診を受けて、自分の健康管理をしましょう。

４０歳以上（６５歳以上の人は結核検診も併せて実施）

※ 高室・一ノ谷・観音寺地区は６月上旬、豊浜町は６月中旬、大野原町は６月下旬から７月上旬に予定しています。

　（６・７月の広報紙で確認してください）

受付時間 検診場所

中出自治会館

八丁自治会館

楽陽荘

山田消防屯所前

油井自治会館

黒渕山田神社

柞田公民館

木之郷コミュニティセンター

出作町若宮神社

流岡公民館

保健センター

午前９時３０分～午前１０時３０分

午前１１時～正午

午後１時３０分～午後２時３０分

午前９時３０分～午前１０時３０分

午前１１時～正午

午後１時３０分～午後２時３０分

午前９時３０分～午前1１時３０分

午後１時～午後２時

午前９時３０分～午前１０時３０分

午前１１時～正午

午後１時３０分～午後３時

午前９時３０分～午前１１時

午後零時３０分～午後2時

午前９時３０分～午前１１時

午前１１時３０分～正午

午後１時３０分～午後２時３０分

午前１０時～午前１１時３０分

午後１時～午後２時３０分

午後２時～午後４時

午前１０時～午前１１時

黒嶋神社

豊田公民館

粟井公民館

奥谷自治会館

新田金安神社

常磐総合コミュニティセンター

保健センター

伊吹町北浦港

伊吹町北浦港

月日 受付時間 検診場所月日

１５日（月）
２３日（火）

２５日（木）

３１日（水）

６月１日（木）

２４日（水）

１６日（火）

１８日（木）

２２日（月）

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜



く ら し の 生 き 生 き 情 報
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相談あれこれ

2223

Ｆ

Ｆ

消
防
だ
よ
り
南
消
防
署　

☎
２４
―
２
１
１
９

　

津
波
は
、 
 
 
 

と
表
さ

れ
る
世
界
共
通
語
で
、
海
底
火

山
の
噴
火
な
ど
海
底
の
急
激
な

変
異
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

今
後
２
０
３
０
年
ま
で
に
東
南

海
地
震
が
５０
％
、
南
海
地
震
が

４０
％
程
度
の
確
立
で
発
生
す
る

と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
四
国
地

方
で
も
、
強
い
揺
れ
が
発
生
す

る
と
と
も
に
１０
m
を
越
え
る
津

波
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

津
波
に
は
２
種
類
あ
り
、
海

水
が
い
っ
た
ん
引
い
て
か
ら
押

し
寄
せ
る
も
の
と
、
い
き
な
り

押
し
寄
せ
て
く
る
も
の
と
が
あ

る
の
で
、
地
震
＝
津
波
警
報
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
、
揺
れ
を

感
じ
た
ら
迅
速
に
高
台
に
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

名
称
変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
、「
三
豊
地
区

広
域
市
町
村
圏
振
興
事
務
組
合

消
防
本
部
」
が
「
三
観
広
域
行

政
組
合
消
防
本
部
」
に
名
称
変

更
し
ま
し
た
。

図書館だよりLibrary News

津
波
に
よ
る
災
害
の
防
止

７
６
８
２

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ

市長相談　☎２３-３９１５　　毎週火曜日午前１０時～正午

　市長応接室＊申込先は総合案内所・各支所　要予約

交通事故相談　☎２３-３９２４　　毎月第２・第４水曜日前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

が相談にのる

人権相談　☎２３-３９６２　観音寺　１２日（金）午前１０時～午後

３時　社会福祉センター／大野原　 毎月第２・第４木曜日

午前10時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　９

日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室

年金相談　☎２３-３９２４　　１０日（水）午前１０時～午後３時　

　観音寺市民会館第４会議室　年金専門の相談官が相談に

のる

家庭児童相談・母子相談　☎２３-３９５７　　土・日、祝日を

除く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭

児童相談室

児童相談　☎２３-３９５７　　第１・第３・第５火曜日午前１０

時～午後３時　社会福祉センター身障者会議室　県の専門

相談官が相談にのる　要予約

行政相談　☎２３-３９１５　観音寺　毎月第１・第３金曜日午

前１０時～午後３時　働く婦人の家／大野原　毎月第３木曜

日午前１０時～午後３時　大野原中央公民館／豊浜　毎月第

３火曜日午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室

家事相談　☎２５-２６１９　　土・日、祝日を除く毎日午前９

時～午後３時　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５-７７７３　　相談は先着１２人　２日（火）午前

１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室　弁

護士が相談にのる

心配ごと相談　大野原　毎月第１・第３木曜日午前１０時～

午後３時　大野原いきいきセンター　☎５４-５７１４／豊浜　

毎月第１・第３火曜日午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館

老人娯楽室　☎５２-１２１２

ふれあい福祉相談　☎２５-７７７３　　土・日、祝日を除く毎

日午前８時３０分～午後4時　社会福祉センターふれあい相

談室　専門相談員があらゆる相談にのる

身障相談　☎２３-３９６３　観音寺　毎月第１・第３木曜日午

前１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原　

　毎月第1木曜日午前１０時～正午　大野原いきいきセンタ

ー（会議室）／豊浜　相談員が電話で受付、家庭へ訪問し

ます。また支所などでの相談もできます　☎５２-１２０４

高年齢者職業相談　☎２３-３９４９　　土・日、祝日を除く毎

日午前8時３０分～午後4時　高年齢者職業相談室　　　

福祉人材職業相談　☎２５-７７７３　　土・日、祝日を除く毎

日午前9時～午後4時　社会福祉協議会

少年相談やまびこ　☎２３-０９００　　土・日、祝日を除く毎

日午前8時３０分～午後5時　少年育成センター

あさひの家（理学療法）訓練日　☎２３-３９６３　　7日(日)午

前１０時～午後3時　社会福祉センター

※相談日は、都合により変更することがあります。

時

時

時

時

時

時

数 時

時

時

時

時

時

時

時

所

所

所

所

時

時

所

所

所

所

講

時

時

時

時

時

時

所 講

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所 問

問

問

講

講

講

所

所

所

あたたかい心ありがとうございます

３月１日～３１日（敬称略）

社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

井下常夫＝観音寺町

小出省二＝村黒町

小林俊則＝室本町

合田英夫＝琴浪町一丁目

増田道彰＝柞田町

北野泰弘＝琴浪町一丁目

坂本進＝茂木町一丁目

小林浩二＝原町

福田博＝流岡町

田井壽治＝村黒町

加藤ハルコ＝本大町

石川由　＝大野原町花稲

福田　子＝大野原町萩原

今城孝男＝大野原町青岡

山下　太郎＝大野原町井関

石川キヌ＝大野原町中姫

久保育子＝豊浜町和田浜

石川尚　＝豊浜町箕浦

５月の納税

納付期限

納め忘れのないようご注意ください。

便利な口座振替がおすすめです。

５月３１日（水）
軽自動車税（全期）

中央図書館行事予定

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

新　　刊

ヒストリアンI・ II

はじめてのガーデニング基礎作業ＢＯＯＫ
開館時間

エリザベス・コストヴァ著

日本放送出版協会

主婦の友社

★おはなし会

★手づくりアルバム

★つぼみ愛書会５月例会

★図書館講座

　６日（土）午後１時３０分～午後２時１０分

１３日（土）午後１時３０分～午後３時３０分

２６日（金）午後１時３０分～

２７日（土）午前９時５０分～午前１１時２０分

（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

山本一力著　いっぽん桜（新潮社文庫）

★おはなし会

★古典文学講座

◆新着図書は、新着コーナーにリストを掲示しています。
◆開館時間は３館とも同じです。

１３日（土）午後２時～午後３時

２０日（土）午前９時３０分～午前１１時３０分

★工作教室

★おはなし会

　６日（土）午前１０時～午前１１時

２７日（土）午前１０時～午前１１時　

（行事についての詳細は、各図書館にお問い合わせください）

火曜～金曜　午前９時～午後６時　　土曜・日曜　午前９時～午後５時
休館日　１・３・４・５・８・１５・２２・２９日

中央図書館☎２３－３９６０　大野原図書館☎５４－５７１５　豊浜図書館☎５２－１２０６

香典返し

５
月
２２
日
（
月
）〜
２８
日
（
日
）

《
行
政
相
談
員
》

春
の
行
政
相
談
週
間

　

国
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊

法
人
（
日
本
郵
政
公
社
、
Ｊ
Ｒ

四
国
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
な
ど
）

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ

た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
県
や
市
が
国
か
ら

委
託
を
受
け
て
い
る
事
務
や
補

助
を
受
け
て
い
る
事
務
も
相
談

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
料
金
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
　

《
敬
称
略
》

津
田
勝
啓
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　
　

☎
２４
│

１
２
３
０

山　

進
太
郎
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　
　

☎
２５
│

０
６
７
２

岡
田
光
見
（
大
野
原
町
福
田
原
）

　
　
　
　
　
　

☎
２７
│

７
２
７
６

石
川
稠
（
豊
浜
町
和
田
）

　
　
　
　
　
　

☎
５２
│

４
２
３
４

　

ナ
イ
タ
ー
照
明
に
浮
か
ぶ
天

然
芝
の
上
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

な
が
ら
、
基
本
技
術
・
基
本
戦

術
を
身
に
つ
け
よ
う
。

　

６
月
２１
日
・
２８
日
／
７
月
５

　

日
・
１２
日
・
１９
日
／
８
月
２３

　

日
・
３０
日
／
９
月
６
日
・
１３

　

日
・
２０
日

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　

県
立
丸
亀
競
技
場

　

一
般

　

６０
人

　

２
、
４
０
０
円

　

＊
受
付
後
の
参
加
料
返
却
は
不
可

　

＊
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
希

　
　

望
の
人
は
、
別
途
１
、５
０
０
円

　
　

が
必
要

　

５
月
２１
日
（
日
）
か
ら
先
着
順

　

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

　

後
８
時

　

参
加
料
を
添
え
て
、
丸
亀
競

　

技
場
監
理
事
務
所
に
申
し
込

　

み
＊
電
話
申
込
不
可

　

県
立
丸
亀
競
技
場

　

☎
０
８
７
７
―

２
１
―

５
８
０
０

　

中
央
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
０

　

５
月
１６
日
（
火
）
〜
２１
日
（
日
）

　

中
央
図
書
館

　

下
水
道
課
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２３
―

１
４
３
８

　

三
豊
南
部
環
境
衛
生
組
合
が

三
観
衛
生
組
合
に
名
称
が
変
わ

り
ま
し
た
。
主
な
事
務
内
容
や

電
話
番
号
（
☎
５２
―

２
６
５
７
）

な
ど
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日　時

観音寺

大野原

豊　浜

毎月第１・第３金曜日

午前１０時～午後３時

毎月第３木曜日

午前１０時～午後３時

毎月第３火曜日

午前１０時～午後３時

働く婦人の家

大野原中央公民館

豊浜福祉会館

老人談話室

場　所

tu
n
a
m
i

1
1
〜

3
31

時

受申問時所

所対数料 受
講
者
募
集

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

リ
サ
イ
ク
ル
図
書
の
配
布

名
前
が
変
わ
り
ま
し
た

今月の人口

６５，９７１人

３１，７４８人

３４，２２３人

２２，７９９世帯

（４月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

火　

災

救　

急


